












































































1. 愛・地球博 わんパク宝島館（2005年 9月 2日、愛知県愛知郡長久手町）
2. 関市立武芸川中学校（2009年 7月 11日、岐阜県関市：若田 光一宇宙飛行士と交信） 
3. 旭学舎（2010年 6月 23日、愛知県尾張旭市） 
4. 名古屋市立船方小学校（2010年 10月 29日、名古屋市熱田区）
5. 豊田こども科学探検隊（2011年 4月 18日、愛知県豊田市：中京大学豊田キャンパス至近）
6. 瀬戸市立西陵小学校（2011年 10月 18日、愛知県瀬戸市：古川 聡宇宙飛行士と交信）
7. 東海市立横須賀小学校（2013年 2月 9日、愛知県東海市）
8. 豊明市立中央小学校（2014年 2月 9日、愛知県豊明市：若田 光一宇宙飛行士と交信）
9. 空とロケット団（2014年 10月 9日、愛知県刈谷市：交信及び技術サポート） 
10. 裾野市立深良中学校（2015年 10月 1日、静岡県裾野市：油井 亀美也宇宙飛行士と交信）
11. 弥富市立弥生小学校（2015年 12月 4日、愛知県弥富市：油井 亀美也宇宙飛行士と交信）
●活動の成果
本活動により、子供たちは宇宙飛行士へ直接質問し返事を受けるとともに、臨席した家族・保護者等
の関係者も宇宙科学、無線工学への理解を効果的に進めることができた。また、電子工作教室やサイエ
ンスカフェを連携して実施することで大きな波及効果を生み、都市部以外の地域における実施格差の解
消、実施ノウハウの伝承、そして継続して実施・開催し続けるための機運の醸成・参画が可能となった。
さらに、大学生ボランティアを含めた関係者が協働・連携して実施することによる一体感・やりがい感
の提供に寄与した。
●おわりに
今回の文部科学省からの科学技術賞（理解増進部門）の受賞は、筆者にとっては 2013年 6月の総務
省「電波の日」表彰に続いての受賞であり、大変嬉しく光栄に思っている。このような大きな事業はひ
とりの力だけでできるものではなく、同時受賞した成瀨有二さん（岐阜大学准教授・工学部科学・生命
工学科）と木村時政さん（一般社団法人日本アマチュア無線連盟理事・東海地方本部長）をはじめ、学
生を含めた地域のボランティアや参加者のご父兄、小中学校の先生方、そして中京大学の皆さまなど、
多くの方々の協力がなければ実施・継続できなかったものばかりである。本受賞は関係した多くの方々
の代表として受け取らせていただいた。改めて皆さまに感謝を申し上げる。
ISSと交信するための特殊な自動追尾アンテナを
建設する学生とボランティアスタッフ。
弥富市立弥生小学校（愛知県）での ARISSスクール
コンタクト実施（2015年 12月 4日）。
中央は無線操作を行う筆者。
